
表１ MYB遺伝子が持つ着色機能

MYB遺伝子 着色機能

A なし

G 低～中

E1 低

E2 高
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３ 要旨 

ブドウ「シャインマスカット」の栽培が全国的に拡大する中で、本県でも消費者の好む形質
（皮ごと食べられる、大粒、無核、良食味）を持つ、果皮が紫黒色の品種開発が求められてい
る。ブドウの着色を決める MYB 遺伝子型の DNA マーカー（表１）を用いて、紫黒色が期待さ
れる遺伝子 E2 を持つ７個体を幼苗から選抜した。 

                                                                                                      

（１） 12 組合せの交雑により実生 229 個体を獲得し、内 71 個体の MYB 遺伝子型を判別した。 
（２） MYB 遺伝子型の中でも、強く安定した果皮の着色機能を有する E2 を持ち、果皮色が紫黒

と推定される実生を７個体得られた（表２）。 
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表２ DNAマーカーにより果皮色が紫黒と推定される実生

系統名 倍数性

8-1 4×2 G E1 E2

8-6 4×2 A E1 E2

35-1 4×2 A E1 E2

35-2 4×2 A E1 E2

35-5 4×2 A A E2

35-6 4×2 A A E2

35-7 4×2 A A E2

MYBハプロタイプの組合せ

注) 
35：巨峰×シャインマスカット
 8：ブラックビート×マスカット・ノワール、


